1

だがしや楽校入門編～気軽な”みせ開き”でまちに出よう～
第2回　6月18日（土曜日）午前10時～12時　於：セシオン杉並
タイトル：『大人の社会科～データから見えてくる「少子高齢社会」の幸せな生き方～』
ゲスト講師：東京大学大学院教授牧野篤
学習支援者　谷原博子
(注)公開講座の講演会要旨は　ＮＰＯ法人生涯学習　知の市庭　東島信明が感じ聞きとったものを編集したものです。
講師の紹介　牧野篤　東京大学大学院教授
１９６０年愛知県生まれ。１９８８年名古屋大学大学院教育学研究科博士課程修了。名古屋大学大学院教授を経て、２００８年より東京大学大学院教育学研究科教授。専門は中国近代教育思想、社会教育、生涯学習。日本のまちづくりや高齢化・過疎化問題、多世代交流型コミュニティの構築などに取り組んでいる。著書には、『生きることとしての学び』（東京大学出版会）、『シニア世代の学びと社会』（勁草書房）、『農的な生活がおもしろい』（さくら舎）などがある。
東京大学大学院教授　牧野篤
「社会をつくる学び」というテーマでお話しますが、国全体の動き、各地の取り組みなどもお伝えできたらと思います。社会が変わってきています。景気がよくない。そんな時代に、私たちはどう暮らせばよいのでしょうか。大きな視点で考えながらも、学区や地域の視点からも社会を考えていくのも良いと思います。少子高齢化といわれて久しいです。日本は超高齢化社会であり、少子化です。日本で生まれた女性が子どもを産む率は１対１。このまま行くと、人口が減り、活力が減退すると、悲観的な見方ばかりですが、ほかの見方もできるのではと思います。大正9年には195万人が生まれていますが、1歳になるまえに亡くなる人も多かったです。それが10年たつと、1歳を越えて生きられるようになりました。これは、そんなに悪くないことですよね。また、高齢まで生きられるということは活躍の機会も多くなるということです。「昔は良かった」と言われますよね。生産を基本に考えると、はたして昔は良かったのでしょうか。
日本の高度経済成長期に通用した過去の量的なモデルにしがみつくのではなく、新しいモデルを考えて生きていきましょう。農業社会というのは、自然の営みと人々の生活が一体化している社会です。家族を基本とした社会であり、共助が労働の基本でした。そこから、工業社会に移ると、自然から切り離した工業が主体になり、家族から離れ、仕事だけをする孤独な労働となります。暮らしていけない労働者には、生活の保障が必要となるので公助が求められます。そして、金融社会になると価値観と生活様式が多様化して、人々をまとめることが困難な時代となります。平等よりも、個人の自由を主張される自助の時代ともいえます。社会と政府よりも、市場の力が大きくなっています。高度成長期の量的な社会では税収があがり、政府の力もしっかりしていました。ところが、現代は、市場経済や社会構造が変わって税収があがらなくなってきました。
１　これからの｢社会｣のテーマはソーシャル・社会的であること
産業社会や市民文化が多様化してくると、このモデルも使えなくなってきました。国家という枠組みを前提とした帰属意識や社会統合が難しくなってきたので、普遍的な社会モデルが必要とされるようになりました。これからの社会を持続可能な社会とする質的・多元的・多様的・動的な社会モデルの構築が求められます。

世の中を見渡すと、自己価値の実現を急ぐあまりに強い個人の育成を強調しすぎて比較優位の競争になってしまっています。下方標準化といいます。これは、社会的活力の低下につながっています。社会の価値は変わっているのに、上下の関係でみるので活力が低下してしまう。本来は、文化が多様な世界では比較の意味はありません。にもかかわらず、価値をのばすのではなく、Ａの文化とＢの文化を比較して優位をつけがちです。
だからこそ、社会基盤であるコミュニティを住民自身が経営していく時代になってきたと思います。学校や教育機関は、本来の機能を発揮できているのでしょうか。学校は福祉機関化していると言われています。小学生の3割が福祉的な問題をかかえて、学校に行っていて、朝の給食を出した方が良いという話題にもなっています。学校が夜まで子どもを預かることも出てきています。勉強する以前の問題が多くなってきた時代です。国としては国土強靱化、地方創生を訴えていますが、うまくいっていますでしょうか。学校は教育機関らしく再び希望を語れる場所にと考えますがいかがでしょうか。
人口基盤の強化という単語があります。これは、子どもをたくさん産んでほしいという意味です。出産環境の改善という単語にすれば良いのに、わざわざ難しい単語をつけていますね。他人ごとのような感じすらします。政府の中では、3人目から母親手当をつけるという案がありますが、そんなことでは出生数は増えないですよね。出生率を2060年までにあげたい一方で、今は年間100万人くらいしか産まれていない。これを130万人に増やす必要があるのです。出産は国民の義務にするという議論もでてくるほどです。
高齢者が増えてきて、要介護者も増え、そのうちに3人に1人が介護対象者になります。病院は治す場所だったのに、終の住処にもなってきた時代です。病院だけでは面倒を見きれないので、地域で面倒をみる仕組みを作る必要がある時代にもなってきました。高度成長期は製造業が多く、雇用する力が強かったです。製造するには、作る人、直す人など人手がかかり、その分、雇う人も増えるからです。今では、どの産業の職場でもパソコン１つで仕事が出来てしまうから雇う人も増えません。特に、今のサービス業は非正規職員で成り立っている職場が多いので、若い人の従来型雇用が出来なくなっています。こんな時代に必要なのは、事業の拡大ではなくて、横に広がる豊穣性です。
脳科学では、65歳頃からの脳は自由な発想や行動を好むようになるという考えもあります。脳に従うのであれば、いろんな豊かな価値があることを伝えた方が健全といえます。かつての教育現場では画一化された価値の時代が終わり今は多様な価値観を受け入れる時代です。価値が豊かな社会は、日々暮らす生活の場で実現されるべきでしょう。

そこで、自治が問われます。
２　相互依存と扶助に基づくコミュニティの循環をつくる
１）近郊都市の多世代交流型のまちづくりの事例
地域では様々な実践があります。柏市では、多世代交流型のまちづくりをしています。シニアがまちの宝になるのです。多世代という豊富な価値観を認め合える町でもあります。当初は、私たちは「シニアを応援する町」としてのコミュニティ作りを提案していました。ところが、町のシニアの皆さんから反対がでたのです。応援するのではなく、参加できるような町にしたいと。
高齢者が面倒をみられる社会ではなく、高齢者が若手を助ける社会にしていきたいと言われて、ハッとしました。タマゴプロジェクトというのも生まれました。タマゴは「他」と「孫」のこと。よその子を孫にしよう、そうすると子ども全体が自分の孫になるのです。こういう生き方はシニアのいきがいになるし、子どもも安心になるのではないか。今は、実行委員会方式にして、地元の方だけではなく、外から来た人に任せています。これには、企業を退職された方が活躍しています。地域の関係がグッとよくなりました。このようなやり方を提案されたのも、地元の方でした。地元の名士が企画を行うと、人間関係の調整に時間がかかります。そこで、地元に戻ってきた人たちを中心にすえて、企画を実行してもらったのです。まちの居場所には、子どもたちが挨拶にきて、放課後にもやってきて子ども達と大人との交流が続きます。今では、学校と組んで、子どもの居場所業務を請負うようになってきました。子育てに優しい地域と評判になって、人口も増えています。空き家が増えてきましたが、これも改修して、グループホームにしていくと、やがて地域全体がグループホームになってきて、まちが持続する形になってきます。
２）過疎の山村と近郊都市との交流の事例
過疎というのは50年前からずっと言われてきたことです。いま住んでいる高齢の方も、かつては都市で暮らしていた方です。過疎、高齢中間山村の活性化事業では、若者に山村で暮らしてもらって、山村ライフスタイルを都市に提案するかたちにしています。遊びながら農業を覚えてもらうイベントをしたり、交流イベントをしたり。すると、結婚する人もできて、子どもが生まれます。25年ぶりに子どもが生まれて村中で沸き立ちました。夫婦で移住した方もいます。ある村の事例ですが、50人の集落で7人も生まれたのです。都市にいるときは、子どもがいない人も、移住したら子どもを作っていた。住んでいる若者には、56の仕事があって、そのうち17の仕事が収入につながり、39の仕事が生活を安定させています。近所から依頼されたことをこなしたり、誰かの子どもを預かったりという仕事です。スローライフは実は忙しいのです。こうして、地域内で仕事をしていると、子どもの面倒はみんながみてくれます。今は、都会ではなく、田舎が最先端かもしれません。最近では、エネルギーの地産地消も始まりました。
風力、ボイラー発電の実験運用が始まり、エネルギーで自立できるコミュニティができる時代にもなってきました。規模を拡大するのではなく、幸せ度をあげていく。まちの仕事は、労力、サービスの交換です。貨幣の交換ではありません。つまり、ＧＤＰには貢献しないのですが、この労力の交換が社会の基盤を安定させてくれています。社会全体の安定に寄与するので、結果的に生活満足度の向上につながります。地域の社会関係資本（人と人のつながり）が豊かなコミュニティ形成になります。このようなコミュニティは、子供の学力は高く、財政負担が低くなり、生活満足度が高く、健康寿命も安心度も市場の形成度も高くなります。よい教育をする学校、地域に人が集まってきます。
21世紀型スキルと言う言葉が教育、社会の現場で言われています。小学校入学生の65％は大学卒業後、小学生の頃にはなかった仕事についていて、現在の仕事は2030年には50％が自動化されて、消えてしまいます。そんな時代になっていくからこそ、すべての子どもたちに豊かな学びの機会を保障すべきで、21世紀型スキルを提供しようと動いています。思考の方法、仕事の方法、仕事の道具（ネットや情報リテラシー）、世界で暮らしていく技術（市民性、生活と職業、個人的および社会的責任）などが21世紀に必要になってきます。こういう生活こそが、社会を安定させ、自分たちも豊かな生活を送れるのです。
地域の社会関係資本（人と人のつながり）と市場の発展には相関があります。最近、企業からコミュニティを作りたいと依頼がきます。モノをつくってきたが、そうすることで逆に人と人を分断してしまったのではと気づいたそうです。誰かと一緒に食べると、一品余計に買ったりします。ところが、独りだと、自分しか満足しないものを食べて終わってしまいます。
新しい社会の基盤は住民の学びです。地域コミュニティで、専門家と非専門家が融合し、新しい地域経営を行っていきます。住民が社会をつくることは、社会保障にもなります。住民が子どもに関わることは、人生前半の社会保障になり、高齢者自身にとっては人生後半の社会保障にもなります。生涯学習、地域と関わることは、将来への投資ではなく、今の社会保障なのです。住民が社会のフルメンバーになっている地域の方が、より豊かになっています。
今年は、公民館の構想がでて70周年です。元々は、公民館というのは、社会教育機関であり、社会娯楽機関でもあり、町村自治振興、産業振興の機関であり、新しい時代に処すべき青年の養成機関として作られました。
かつての公民館は、いろんな機能を融合した施設として作られました。これからの公民館または公民館に変わる施設が、学習と働くことを融合した地域コミュニティを作り出す機関になることです。子供の成長を軸に、学校を核とした住民がコミュニティを経営する「学校のコミュニティスクール化」を目指していくことです。学校を支援するのではなく、連携していく。
地域学校連携本部から一歩進んで、学校で地域の資源をどんどん活用し、地域全部で、子どもの人生を保証していく。地域住民がコミュニティを想像し、創造し、経営していく時代です。その基盤となるのが、学びです。社会教育や生涯教育は、みなさんが関わり、自分とこれからの社会を作るためになっていきます。
学習支援者　谷原博子
ありがとうございました。ディスカッションの時間にしたいと思います。気になったキーワードを記入していただき、疑問を書いてください。
参加者
地域から、杉並区に広げていくにはどうしたらよいのか疑問を持ちました。
参加者
空き家が目立つから、活用するにはどうしたら良いのか。
参加者
経済イコール幸せではないのは共感した。多様化した社会で、まとまることはできるのだろうか。つながりは大事だが、つながることが自分には良いのだろうか。
参加者
学校を再び希望を語れる場所にすることについて、不登校児にとっては学校は希望を語れる場所なのだろうか。成績の悪い人にとっても、学校は不安な場所では。すべての人が希望を語れるような学校にするには、どのようにすれば？
参加者
多様な価値を生み出しているのは、情報がふえている時代背景があるのではないか。悪いことをしたら注意できるコミュニティができたらと思う。
参加者
とても共感しましたし、興味深く聞きました。なんで、コミュニティが機能していないのか知りたいです。
東京大学大学院教授　牧野篤教授
工業中心の社会では、みんなで一斉に働いて、一斉に暮らし、中間層が発展するかたちでした。産業的身体を作るという言葉があります。江戸時代の歩き方は、現代のような歩き方ではありませんでした。訓練をして、西洋的な歩き方を覚えたのです。学校も机の距離や読み方など指導を受けませんでしたか？今は、多様化した社会になったと同時に、寿命が長くなった時代でもあります。つまり、この新しい時代で生きる時間が長くなったということです。かつての社会しか知らないので、今の多様化した時代に慣れるには時間がかかり、意識もズレがあります。江戸時代の人が歩き方を変えるのを苦労したように、私たちも新しい時代に慣れることに時間がかかるでしょう。1980年代頃は、消費社会に切り替えが始まる時代でした。全体として豊かになろうとする時代から、変わり始めた頃です。個性教育も始まりました。強制するのではなく、本人の個性をのばす教育、ゆとり教育も生まれました。消費社会に適応するように、学校も変わってしまいました。社会も多様化しているので、学校もおいつかなくなってきています。学校は大きな舵取りをしていますが、私たち市民は生活の質を考えないと、ずっとズレが残ってしまいます。そういうときに役立つのは、自分の身近から考えることです。自分たちで社会をつくる時代になっている。それが、結果的に国の基盤を整えるのではと思います。空き家も行政に頼るのではなく、お金を出しやすいような提案をする。活用をする提案を地域から出していく。そういう方法で、新しい社会を作っていくと市民の参加にも、社会教育にもなり、地域をよくすることにつながっていきます。
学習支援者　谷原博子
１２月にまた牧野先生にお越しいただきます。その際は、よろしくお願いいたします。今日は、本当にありがとうございました。

